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第2570回 (2023.11.15（水）晴れ NO.1950)

出席報告
会員数 104 名
出席数 104 名 欠席数 0名
出席免除会員 6名

荒川(雄)君     杉原(弘)君 新納君  
宮本(守)君  髙橋君           小谷君

出席率 100 ％
ビジター 11/1 河島隆則（米子RC)  
メークアップ

理事 11名   (11/ 7    第5回理事会）
会員  7名  (11/ 7    親睦活動委員会）
会員  19名   (11/ 8    第1回家庭集会）
会員    3名   (11/10   5RC野球代表者納会）
会員    4名   (11/11 オレンジリボンたすきリレー）
会員  28名   (11/12   中学生作文コンテスト表彰式 ）
会員  11名   (11/17~19  第18回グレン＆千杯野球大会）

【 平和という未来に希望を持ち、ロータリーの出会いを楽しみましょう 】

Yonago East Weekly

【  会  長  挨  拶  】

皆さんこんにちは。今日は記念
すべくホーム出席100％例会でござ
います。このホーム出席100％例会の卓話講師にふさ
わしい、鳥取大学病院長武中篤先生に本日お越し頂き
ました。ありがとうございました。

我が米子東RCから西村正男会員が旭日小綬章を受
章されました。また尾沢三夫会員が旭日双光章を受賞
されました。おめでとうございます。

去る10月20日、21日に地区大会がくにびきメッセ

主・夫人誕生祝： 細田君
   結婚記念祝  : 西村(弥)君、今出君、小林(慎)君
出席100％祝 ： 1年：由良君 8年：楠君

  ✤ この度弊社運営大型ﾓﾆﾀｰYYVISIONの企画を立案
しました。『年賀広告』 です。 山陰屈指の交通
量である米子市公会堂交差点前にある山陰最大級
の大型VISIONで年賀の挨拶を ﾘｰｽﾞﾅﾌﾞﾙ に行える
お得なﾌﾟﾗﾝです。専用URLからのお申込みもでき
ます。是非ご検討下さい。 … 井上玲子 君

  ✤  和菓子が美味しい季節となりました。本日『進
物キャンペーン』のご案内を入れております。
ご自分用、周りの方に差し上げる分と色々と使い
道がございます。是非おひとつお願い致します。

… 小林由紀君
  ✤  ANAｸﾗｳﾝｺﾞﾙﾌｺﾝﾍﾟにてﾍﾞｽｸﾞﾛ・準優勝させて頂き

ました。 これも米子東 RC の皆様のご指導のおか
げです。これからも頑張りますので宜しくお願い
します！ … 森田進君

  ✤  11月6日に事務所を移転しました。ANAホテルに
        近くなりましたので、お茶でも飲みにお立ち寄り

 ください。   … 中村剛士君
  ✤  秋の叙勲を受け、皇居にて天皇陛下に拝謁して

 参りました。 … 尾沢三夫君
✤  この度、秋の叙勲により旭日小綬章を賜りまし

 た。先週、最高裁判所長官から伝達され、その
 後、皇居で陛下に拝謁しました。…西村正男君

  ✤   10月23日大山ゴルフ『グランドシニア選手権』
 で、チャンピオンになりました。

… 佐田山有史会長

世界に希望を生み出そう

CREATE  HOPE  in  the  WORLD

今週のお祝

 本人誕生祝 ： 
  4日   山根 剛 君    5日  佐田山有史会長
14日   野坂美仁 君   17日  足立耕太郎 君
24日   安達聡子 君     26日  種田宏幸 君
28日   小林由紀 君  

    
スマイルBOX     79,000 円  （ 601,000 円 ）

   創立記念祝： 由良君、永島(正)君、山崎君
    永島(清)君

   本人誕生祝： 佐田山有史会長、植田君、由良君
    岩崎(浩)君、野坂君、足立(耕)君
    種田(宏)君、小林(由)君

で行われました。それぞれのRCが3年後、5年
後のあるべき姿を描いてそれに向かって高い理
想を持って行動せよということと、RCは寛容
の精神を持って活動されることを強調されてい
ました。まさに米子東RCの皆様の寛容の精神
によって私もこうして会長にさせて頂いており
ます。11月11日、米子市東山中学校でオレンジ
リボンたすきリレーが（雨のため体育館にて）
行われました。全国的に児童虐待対応件数は21
万9,170件、鳥取県は昨年148件、内西部地区で
は76件です。すなわち5日に一度、大人の犯罪
が子どもに対して行われているというのが実情



でございます。オレンジリボンの由来については、
またインターネット等で皆さんご覧になってくださ
い。我がクラブからは私と舩田幹事、中村会員、西
村弥子会員が参加しました。子ども達からたすきを
受け取る時に、全ての子どもが「幸せになるように
してください」というような言葉を大人に対して
言っていました。非常に大人として、胸が痛んで恥
ずかしい思いをした次第でございます。

次に作文コンテストが11月12日、ANAホテルで
行われました。会員を含め参加者が55名という大変
多くの方に参加して頂き、最優秀賞、優秀賞、入選
などを選ばせて頂きました。この作文コンテストは
2000-01年度、当時お亡くなりになった秦野一憲氏
（中海テレビの当時社長をされておりました）の提
案によって吉岡会員の会長年度に始まった歴史ある
コンテストでございます。

最後に100%出席についてですが、これは米子東

RC始まって以来のことだと思います。私が
記憶する限りホームでの100％出席というの
はあまり記憶にないと思います。このホー
ム出席100％を目指すにあたって、出席委員
会リーダーの杉本真吾さん、サブリーダー
の山崎さん、非常に苦労されて皆さんの家、
企業を訪問してZOOMの仕方を教えたり、
色んなことをされて今日に至っております。
このことはロータリーの友に投稿してもい
いのではないかと思っております。もし
万々が一本日、うっかりミスで忘れられる
方がいるかもしれません。その時には地区
大会で言っていた「寛容の精神」を思い出
してください。またチャンスがあります。
そのように一応皆さん心おいて頂ければと
思います。以上で会長の挨拶とさせて頂き
ます。ありがとうございました。

《 幹 事 報 告 》

（1）本日卓話講師 鳥取大学附属病院長 武中篤 様
（2）川添北斗会員 本日入会 会員数 104名

  社会福祉法人 ぱれっと 理事長
(3) RI第2690地区より感謝状 … 2022-23年度

ガバナー補佐 岩崎浩会員
（4）令和5年秋の叙勲

「旭日小綬章」… 西村正男会員
「旭日双光章」… 尾沢三夫会員

（5）2023-24年度シンガポール国際大会登録について
・登録料 2023.12.15まで       … ＄500

2023.12.16～2024.3.31 … ＄595
2024.4.1～5.29              … ＄695

(6) 東京印刷株式会社杉原会員より2024年カレンダー
 を頂きました。

(7) 他クラブ例会変更等  
当クラブ   … 11/22 休会
ビジター受付 … 11/20・27 (月)   米子南RC

  11/30(木）         米子中央RC 

社会福祉法人 ぱれっと  
理事長 川添 北斗 会員

新 会 員 紹 介 

RI第2690地区より感謝状

 2022-23年度 
 ガバナー補佐   
 岩崎浩 会員

『令和5年秋の叙勲』 

旭 日 小 綬 章

西村正男 会員

旭 日 双 光 章

尾沢三夫 会員

【 次 回 プ ロ グ ラ ム 】

11/29 「ロータリー財団のイロハ」 
… RI第2690地区 2016-17年度地区ガバナー（境港RC)   庄司 尚史 氏



＜本日の プログラム＞

「地域におけるとりだい病院の意義と展望」

    鳥取大学附属病院 病院長 武中 篤 氏

「ロータリーの友」紹介
雑誌委員会（書面にて）

皆さんこんにちは。本日は皆さんの前でお話しでき光栄
に存じます。また同業の医療関係者の先生方いつもお世
話になっております。今日のタイトルは「地域における
とりだい病院の意義と展望」です。私は2010年にこちら
に赴任させて頂きもう14年になります。大学病院はどう
あるべきかという事、実は最初にこれを言われた時僕は
まだ医療のことしか勉強していなくてそこまでやる余裕
があるのかと思っていたのですが、一昨年文科省の方か
ら大学の指針が出まして国立大学のキャンパス等は国家
的な施策であり公共財なので学問と研究教育だけではな
く地元の方々と共に最大限活用すべしイノベーション・
コモンズという考えがでました。まさに我々が言ってい
た事と同じという話になり確信を得たわけです。我々の
概要でございますが、病床数 約700 外来の患者さんは
1日大体1,500人から1,800人位の間であります。職員が
2,000人おり学生が1,500人位おります。これに病院に関
わっていない基礎の研究者というのが数百人おりますの
で合わせますと6,000人弱が敷地内にいます。すごく人
口密な領域であります。病院として何をやっていかない
といけないか…大学病院は昔は国が全部お金を出してく
れていましたが平成16年から独立、自由化されました。
大学病院というのは国で指定された80個くらいの病院で
すが、それぞれの病院に得意な分野があってそれを分担
していく、医療リソースの一番有効なやり方ですが、コ
ロナで受診控えがあり、本当に必要な方だけが病院に行
かれるようになりました。次に我々が行っています高度
医療です。低侵襲外科センターといいまして、ロボット
手術を中心にかなり日本で最先端の技術を誇っています。
2010年10月に第1例目をさせて頂きました。それ以後、
約3,000例弱の手術を安全にさせて頂いております。そ
の次に腹腔鏡手術というのが出まして、これはキーホー
ル サージャリーとも言われますが、1センチから5ミリ
位の穴を開けて、そこから手の代わりにカメラ、操作の
棒を入れて手術をするのですが、これはなかなか難しく
かなり熟練のいる手術でありました。それを非常に簡便
化したのが、ロボット手術です。非常に大きな10倍位の
画像で双眼鏡の中に頭を突っ込むと見えますし、オーグ
メンテッドリアリティ、ナビゲーションといって、指示
を出すとそれに沿って行うという非常に教育的な部分で
もあります。非常に繊細に安全に手術できるというのが
このロボット手術の特徴です。色んな患者様にとってメ
リットがあるのは当然の事ですが、医師にとっても病院
にとってもメリットがあるという事で非常に普及してい

ます。鳥取大学は日本で一番設備が恵まれた病院で
あります。ロボットもダヴィンチ、XIX、ヒノトリ、
ヒューゴの4台です。3機種4台。日本あるいは世界
で最高のラインナップです。これは国産のロボット
ですのでまだ海外では売っていません。世界で最大
のスペックがこの米子市にあるという事を誇りに
思って頂きたいと思います。日本で初めての術式で
心臓のベンチ管の手術を鳥取大学で行いました。こ
のように実績を十数年積み重ねて参りましたが、今
後は研修センターや教育のインバウンド、特にアジ
アの人の研修センターを作ったり、ロボットに関す
る機器の開発にも携わってエコシステムが回るよう
なものをこの米子の地になんとか持ってきたいなと
思って準備をしています。近々、メディアに出せる
のではないかなと思います。次の高度医療は救急医
療です。我々はドクターカーとドクターヘリという
のを持っており、非常に出動件数も増えております。
上田君という方ですが、うちの病院で今一番メディ
アに出ている人ですが、京都アニメーション事件の
青葉被告を治療した医師です。ご縁があって来て頂
いておりますが、熱症の日本での最高のスペシャリ
ストですので、彼を慕ってドクターもすごく増えて
います。非常に救急が増えているという状況です。
もう一つのトピックスはスポーツ医科学センターを
作りました。これは怪我をした方を単に見てあげる
だけではなくてメンタルであったり、栄養であった
り、骨とか運動だけじゃなくてその他色んなものが
必要ですので、そういったものをフォーカス的にサ
ポートするようなセンターを昨年作りました。高気
圧酸素室も活用しています。鳥取大学では福利厚生
を頑張ってやっています。また患者サービスにも一
生懸命取り組んでおります。7月に花火を駐車場で
上げたんですが、これは一昨年ある先生が子どもに
花火を見せてあげたいとクラウドファンディングで
やることになりました。結局2年続けてできて大変
喜んで頂けて良かったと考えています。最後に今後
の展望、挑戦ですが、我々は以前から広報にすごく
力を入れておりました。戦術的に広報を取り組んで
きましたが、今は広報ブランド「カニジル」という
カニジルはカニの汁と、いかに医学を知るこの2つ
をかけてるんですがこういった広報活動をやってお
ります。ただ我々は今まで医学のことしかやってお
りませんので、ブランディングについては全くの素

第2570回 (2023.11.15（水）晴れ NO.1950)



人でしたので、境港市出身の元読売の結城さんとノンフィ
クション作家の田崎健太さんの2人をブレーンにして広報
活動を展開しております。雑誌を年3回位出すのとBSS放
送で土曜日12時25分からの番組をやっております。病院で
は見れない先生の素顔が見えたりして、すごく私自身勉強
になりました。あとはカニジルブックストアがございます。
すごい本屋さんで書店の無人化をしたんです。日本で独立
系書店は初めてなんです。これは田崎さんからの発想です
が、スマートホスピタルの第一弾という事を意識していま
す。2030年をめどに病院をスマートホスピタル開発してい
こうと思っています。今年は病院の基本構想を立てていて
関係各所と交渉を始めました。この事業をやるには市民の
方の後押しがなくてはできません。地域においてどういう
医療体制が本当に理想的なのか。本来は患者さんというの
は超重症は別にして、基本的には地元のクリニックの先生
に行って頂いてそこで完結できるか、あるいは中規模病院
にご紹介頂く、大規模病院に紹介頂く、これを区分けする
のが限られた医療のリソースを最大限に活用する事なんで
す。これを口で言うのはすごく簡単ですが難しいんです。
それはかかりつけ医と中規模病院、大規模病院との情報共
有の連携ができていないんです。セキュリティーの問題等
があってそれぞれの診療内容を簡単に見ることはできない
んです。こちらの病院のデータをリアルタイムに我々が見

る事もできませんし、我々が行っている内容を
フリーパスでかかりつけ医が見る事もできない。
コンピューターもそれぞれ違うので一元化して
いかないといけないという事であります。幸い
米子市と鳥取大学でデジタル田園都市国家構想
を起こし、この春に採択をされました。色んな
デジタル診察券という4つの病院で使える共通
の診察券を作ります。データの一部もリアルタ
イムに見れるよう連携を深めていこうという事
業が始まっております。それと私が思っていま
すのは病院のファンになる、うちの自慢のホス
ピテタルだよという病院になりたいという事で
す。健康な方も病院に来て色んな事をやって頂
く事もいいんじゃないかな思います。サポー
ター制度、ボランティア、モニターとかイベン
トの支援、広報の支援、もちろんイノベ―ショ
ンもあるかと思いますがそういった事に取り組
んで参りたいと思います。米子市が医療都市で
ありますので、どのように活用されたら良いか
という事をここにおられるテークホルダーの
方々にもご協力ご検討頂いて、また一緒にやっ
ていければと思います。

ご清聴ありがとうございました。

ホーム出席100％達成
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